
令和８年度 久間小学校の学校経営方針 

① 学校教育目標 

② 本年度の重点目標 

地域に愛情と誇りをもち、笑顔いっぱい久間っ子の育成 

～わかる楽しさ、学ぶ楽しさ、伝え合う楽しさが味わえる学校づくり～ 

③ めざす子ども像、各プロジェクトの取組 

め ざ す 子 供 像 

工夫して学ぶ子供ＰＴ 強くてたくましい子供ＰＴ 心やさしい子供ＰＴ 

◎自分で考える子供 

◎進んで表現する子供 

○進んで活動する子供 

◎元気で健康な子供 

〇基本的生活習慣が 

身についた子供 

○ねばり強い子供 

◎素直で思いやりのある子供 

◎認め助け合う子供 

○命を大切にする子供 

〇地域を愛する子供 

必 要 な 子 供 の 力 

○基礎基本の定着 

○個性の発揮と伸長 

○コミュニケーション能力 

○学習習慣・学習規律の確立 

○意欲的な読書活動 

〇主体的な企画・運営力 

○進んで運動に親しむ 

○好き嫌いなく食べることが 

できる 

○早寝早起きができる 

○最後まであきらめずに 

取り組む 

○自分で正しく判断する 

○人の気持ちを考える 

○仲間に手をさしのべ、 

共に伸びようと努力する 

○みんなと支え合い進んで働く 

○気持ちの良いあいさつをする 

〇感謝の心をもつ 

各 プ ロ ジ ェ ク ト の 主 な 取 組 

○すべての子供が「参加する」「わ

かる」「生活に生かす」授業づくり 

○学力向上の取組 

 ・久間小メソッドの活用 

 ・自学の推進 

 ・ヤング川柳 ・寺子屋 

○タブレット活用の推進 

○学習習慣・学習規律の確立 

 ・生活チェックシートの活用 

○読書活動の充実 

 ・朝読書 ・読書時間の確保 

〇校内研究の推進 

○自主的な全校集会 

 ・ありがとう集会 ・児童集会 

・児童集会 ・１５０周年祭 

○豊かな体験活動 

 ・久間コミ活動 ・行事作文  

○教科体育の充実 

○体育的行事の実践 

 ・スポーツテスト 

 ・運動会 

 ・マラソン大会 

 ・久間リンピック 

 ・スポーツチャレンジ 

○縦割り班活動 

 ・共遊  

○健康教育の推進 

 ・「生きる力の教科書」の 

活用 

 ・ネット依存防止、自殺防止 

のための授業や講演会 

○食育の推進 

 ・給食 ・ふれあい弁当 

○安全点検 

○心に響く道徳授業の推進 

 ・ふれあい道徳 

〇志をもつ教育の推進 

 ・キャリアパスポート 

○人権教育、平和教育の推進 

○教育相談の充実、QU アンケー

トを基にした学級経営 

〇いじめ防止対策 

○一人一人のニーズに応じ、専門

職や関係機関と連携した特別支

援教育の支援体制の確立 

○生活指導・安全教育・防災教育 

 ・地区児童会 ・避難訓練 

 ・防災講座 ・集団登下校 

○清掃活動 

〇地域に誇りをもつ教育の推進 

 ・グローバルデー（キャリア教育） 

 

 

 

 

 

い き い き 久 間 っ 子 の 育 成 

 くま 工夫して学ぶ子  つ  強くてたくましい子  こ  心やさしい子 

「久間小メソッド」 ・ 主体的・協働的な学習の実践 

体 験 活 動 ・ 奉 仕 活 動 ・ 幼 保 小 中 連 携 

「嬉野学」地域教材・地域人材活用（学校運営協議会 地域コミュニティ） 



○学校経営の基本方針（本年度の重点目標） 

○学校経営方針 

地域に愛情と誇りをもち、笑顔いっぱい久間っ子の育成 

～わかる楽しさ、学ぶ楽しさ、伝え合う楽しさが味わえる学校づくり～ 

子供たちが「今日が楽しくて、明日が待ち遠しい」と言える、笑顔と活気に満ちた歓声の響く学校で

ありたい。また、職員にとっても、やりがいがあり、安心して子供と向き合い、チーム力のある笑顔いっ

ぱいの学校でありたい。そのためにも、全職員が一人一人の個性やよさを認め、すべての子供が安心

して学習し、活動することができる学校づくりに取り組んでいく。また、地域と連携した教育活動を展開

することで、地域の愛情と誇りをもった子供を育てていく。 

そこで、本年度も、「地域に愛情と誇りをもち、笑顔いっぱい久間っ子の育成～わかる楽しさ、学ぶ

楽しさ、伝え合う楽しさが味わえる学校づくり～」を重点目標として、学校の課題である学力向上・心

の教育・特別支援教育に重きを置き、継続・徹底した指導を行い、学校教育目標の「いきいき久間っ

子の育成（工夫して学ぶ子供・強くてたくましい子供・心やさしい子供）」を目指していく。 

さらに、佐賀県・嬉野市の教育方針を踏まえ、専門職・関係機関等との連携を図り、学校・家庭・地域

社会の三者がつながって「チーム久間小」となり、子供を真ん中に据えた学校づくりを実践していく。 

(1)生活指導、学習指導の両面で全職員が同じベクトルを向き、１７１人の児童を全職員で育てる。 

(2)授業において、ねらいを明確にもち、ねらいを達成するために具体的な手立てをとりながら授業改

善に努める。 

(3)全教科において、「西部型授業」「久間小メソッド」の授業スタイルに取り組む。 

(4)児童の活躍の場を設け、「わかる」「学ぶ」「伝え合う」楽しさが味わえる授業を目指して、学習環

境の整備や授業改善に取り組む。 

(５)国語科の校内研究を柱として、思考力・表現力・コミュニケーション力を育てる。また、タブレット活

用のスキルを上げ、ＩＣＴ活用能力を育成する。 

(６)未来を拓く子供たちに必要な資質・能力を育成するために、教科横断的な教育課程の編成と実施

に取り組む。 

(７)児童・保護者との信頼関係を確立し、児童や保護者が心を開く関係づくりを行う。 

(８)佐賀県教育委員会のスローガン「ほめるから、はじめる。はじまる。」を意識した教育活動を実践

する。一人一人に「活躍の場」「成長の場」を設け、ほめることで自己肯定感を高め、成長につなげ

る。さらに、相手意識を高めることにつなげていく。 

(９)こども未来課、ＳＣ、ＳＳＷ、医療機関等の関係機関と連携しながら配慮を要する児童の理解と支援

体制の強化を図る。 

(１０) 「安心・安全な学校」づくりのために、常にアンテナを高くし、情報を共有しながら危機管理体制

を確立する。（報告・連絡・相談） 

(１１) コミュニティスクールの推進に努め、地域と家庭と学校がつながって児童を育てる「開かれた学

校づくり」に積極的に取り組む。 

(1２) 地域資源や地域人材を積極的に活用・交流することでふるさと久間を愛し、地域や社会の役

に立ちたいと思う児童を育成する。 

(1３) 「何のために」「なぜ」を問いながら、安易に前例踏襲に走らずに業務の効率化を図り、時間外

勤務（月45時間、年間360時間）の縮減をめざす。 


